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1. 適用 範囲 この 規格 は， クリーン ルームで 使用す る 布褽の クリーンルーム 用 衣服 ひ） （以下， 清浄 衣服と いう。） の 生 

地の 内外に 付着して いる 直径 5 &m 以上 50 jim 未満の 粒子， 50 pjn 以上の 粒子 及び 長さ 100 [im 以上の 繊維， 並びに 直径 
0.5 以上， 1 K m 以上 及び 5 K m 以上の 分離 可能な 粒子 数の 測定 方法に ついて 規定す る。 

注 ひ） クリーンルーム 用 衣服と は， クリーンルームで 使用す る 作業衣で， 続き 服， 一組の 上衣 及び 下 衣， 並びに 

コート をい う。 
備考 1. この 規格の 引用 規格 を， 次に 示す。 

JIS B 8330 送風機の 試験 及び 検査 方法 
JIS B 9921 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器 
JIS K 8593 石油 エーテル (試薬） 
JIS K 8839 2 - プロ パノ一 ル （試薬） 
JIS K 8848 へキ サン （試薬） 
JIS P 0138 紙 加工 仕上 寸法 
JIS Z 8122 コン タミ ネー ショ ン コント 口一 ル 用語 
2. この 規格で { } を 付けて 示して ある 単位 及び 数値 は， 従来 単位に よる ものであって， 参考と して 併記し 
たもので ある。 

2. 用語の 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， JISZ 8122 による。 

3. 測定 環境 清浄 衣服に 付着した 粒子の 測定 環境 は， その 清浄 衣服 を使甩 する クリーンルームの 清浄 度と 同等 以上 
に 清浄な 環境と する。 

4. 測定 方法の 種類 測定 方法 は， 次の 2 種類と する。 

(1) 顕微鏡 法 この 方法 は， 衣服の 指定され た 6 か 所に おいて 衣服 地の 1 枚に ついて， 1 か 所 当た り 0.%0xl0— 3 m 2 
(960 mm 2 ) の 面積に， 毎分 14 X 10- 3 m 3 (14 /) の 割合で 十分に 清浄な 空気 を 1 分 間 通過させる。 作業衣 を 通過し， 
清浄 衣服から 分離 可能な 粒子 を 含んだ 空気 を 測定 用 薄膜 フィ ルタ でろ 過し， 衣服から はく 離した 粒子 をフィ ル 
タ面 上に 補 集し， 5 ^im 以上 50 urn 未満 及び 50 ド m 以上の 粒子 数 並びに 長さ 100 em 以上の 繊維 数 を 顕微鏡 を 用 
いて 計数す る ものである。 



2) 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器 法 この 方法 は， 0.5 以上 1 *m 以上 及び 5 ^im 以上の 粒子に ついて， その 濃度 変化 
及び 排出 空気 量に よって， 清浄 衣服から は く 離した 粒子の 単位 容積 当た り の 粒径 区分 別 粒子 数 を 一定の 清浄な 
環境 内に おいて 清浄 衣服の一 部 又は 全部 を 一定 条件で 運動 させ， 発 じん させた と き 供給 空気 及び 排出 空気の 清 
浄度を JIS B 9921 に 規定す る 計数 器に よって 計数す る ものである。 



著作権法 により 無断での ， 転載 等 は 禁止され ております。 
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備考 供給 空気 及び 排出 空気の 粒子 濃度 を 計数す る 計数 器 は， 同一 計数 器 を 用いる。 
5. 顕微鏡 法 

5.1 測定に 用いる 器具 測定に 用いる 器具 は， 次のと おりと する。 

(1) 測定 用 薄膜 フィルタ 測定 用 薄膜 フィルタ は， 清浄 衣服から はく 離した 粒子 及び 繊維 を 捕 集す るた めの フィル 
夕で， 直径 47 mm, . 8 以下の 孔径を もち， 一辺が 3. 1 mm の 格子が 印刷され ており， 黒色の ものと する。 

(2) アダプタ 付き フィルタ ホ一 ルダ アダプタ 付き フィ ルタ ホール ダは， エア フィ ルタを 収納で きる 内 円す い 付き 
プレ フィルタ ホ一 ルダと 測定 用 薄膜 フィルタ を 収納す る 外 円す い 付き フィルタ ホール ダ との 間に， 供 試用 清浄 
衣服の 生地 1 枚 を 装着して 円す いで 締結で き るよう にした 一組の フィ ルタ ホール ダで， 二つの フィルタ ホール 
ダを 締結 し た 状態で 空気 漏れが あ つて はなら な い。 

測定 用 薄膜 フィ ルタ 上の 有効ろ 過 面積 は， 929X 10- 3 m 2 (929 mm 2 ) とする。 

(3) ピンセット ピンセット は， 先端が 平らで， フィルタ を きずつける おそれの ない ものと する。 

(4) ペトリ皿 又は スライド ガラス ペトリ皿 又は ス ライ ドガ ラス は， 測定 用 薄膜 フィルタ を 清浄な 状態で 保管で き 
る ものと する。 

(5) 吸引 ポンプ 吸引 ポンプ は， 清浄 衣服の 生地， 測定 用禽膜 フィルタ 及び 臨界 オリ フィス 又は 流量計 を 取り付け 
た 状態で， 毎分 14XlO_ 3 m— 3 (14 /) の 吸引 能力が ある もの。 

参考 最低 67kPa{500mmH g } の 吸引 能力が ある 真空 ポンプ を 用いる ことができる。 

(6) 顕微鏡 顕微鏡 は， 最小 粒径 5 を 測定す るた めに 十分な 分解能 を もち， 視野が 平たんで， 次の 条件 を 満足す 

る ものと する。 

(a) 顕微鏡の 組合せ 倍率 は， 50± 10 倍 及び 100 ±10 倍と し， 接 眼 レンズの 倍率 は 10 倍， 対物 レンズの 倍率 は， 5 倍 
及び 10 倍と する。 

(b) 双眼 又は 単眼の 顕微鏡 を 用い， 実体 顕微鏡 は 使用し ない。 

( c ) 可動 ステージ は， 測定 用 薄膜 フィルタ の 全 有効 ろ 過 面積 を 走査で きる ものと する。 

(d) 接 眼 レンズ ミクロ メ一タ は， 10mm を 100 等分した ものと する。 

(e) 照明器 は， 斜め 方向から 照明して， 明暗 度が 変えられ， 集光 レンズの 焦点が 合わせられ， さらに 自由に 方向 
が 変えられる ものと する。 

(7) 計数 器 計数 器 は， 手動で 粒子 数 を 計数で きる ものと する。 

(8) ステージ マイクロ メータ ステージ マイクロ メータ は， 1mm を 100 等分した ものである。 
5.2 試薬 試薬 は， 孔径 0.45 ixm の 薄膜 フィルタ でろ 過した もの を 用い， 次に よる。 

蒸留水 

イソ プロ ピル アルコール イソ プロ ピル アルコール は， JIS K 8839 の 1 級と する。 
石油 エーテル 石油 エーテル は， JIS K 8593 の 特級と する。 
備考 石油 ェ一 テルの 代わりに， JIS K 8848 の 特級 を 用いても よい。 
5.3 測定の 手順 

5.3.1 検定 及び バックグラウンドの 測定 検定 及び バックグラウンドの 測定 は， 次のと おり 行う。 

(1) 接 眼 レンズ ミクロ メータの 検定 ステージ マイ クロ メータ を 可動 ステージ 上に 置き， これ を 基準と して 接眼レ 

ンズミ クロ メータの 目盛 力 《 何 マイ クロ メート ルに 相当す るか を 50 倍 及び 100 倍の 倍率に ついて 検定 を 行う。 
備考 接 眼 レンズ ミクロ メータの 検定 は， 接 眼 レンズ ミクロ メータの 目盛 全体に 対して 行い， 目盛の 一部 (例え 
ば， 1 目盛ず つ） について は 行わない。 

(2) バックグラウンドの 測定 バックグラウンドの 測定 は， 5.3.2〜5.3.5 の 手順に 準じ， 清浄 衣服 を アダプタ 付き フ 
ィ ルタホ 一ルダ に 取り付けない 状態で 行う。 この 操作 を 2 回 繰り返し， その 平均値 を バック グラウン ド とする。 
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5.3.2 予備 作業 予備 作業 は， 次のと おり 行う。 

(1) 清浄 衣服に 付着した 粒子の 測定に 当たって は， 測定 者 は清诤 衣服 を， 床 その他の 備品に 触れない よ う な 方法で 
正しく 着用す る。 

(2) アダプタ 付き フィルタ ホール ダ， ピンセット， フィルタ 支持 台 及び スライド ガラス は 測定の たび ごとに 前 もつ 
て 次の 順序 に 従って 清浄 化す る 。 

(a) 石油 ェ一 テルです すいで 油 分 を 除去す る。 

(b) 中性洗剤 を 用いて 水中で 十分 洗い， 温水で 2 回す すぐ。 

(c) ろ 過した 蒸留水で 2 回す すぐ。 

(d) ろ 過した ィ ソ プロ ピル アル コ一ル です すいで 水分 を 除去す る。 さらにろ 過した 石油 エーテルで すすいだ 後， 
蒸発させる。 

(3) ピンセット を 用いて， 1 枚の 測定 用 薄膜 フィルタ を 容器から 取り出し， その 両面 をろ 過した 石油 エーテルです 
すぐ。 

(4) 格子面 を 上に して 測定 用 薄膜 フィルタ を フィルタ 支持 台 上に 置き， フィルタ ホール ダに 取り付ける。 

(5) フィルタ ホール ダ 及び 臨界 ォ リ フィス 又は 流量計 を ホース を 用いて 吸引 ポンプに つな ぐ。 

(6) 供 試 清浄 衣服が 包装され ている とき は， 鋭利な 刃物で 包装 を 切り 供 試 清浄 衣服 を 取り出す。 この場合， 決して 
包装 を 引き裂いて はならない。 

(7) 供 試 清浄 衣服 は， 粒子の 捕 集中 汚染され る ことのな いように 清浄な 環境 中で， 測定の ために 粒子 を 補 集し やす 
い 位置 に 清浄な ハン ガ な ど でつ る す。 

5.3.3 粒子の 捕 集 清浄 衣服に 付着して いる 分離 可能な 粒子の 捕 集 は， 次のと おり 行う。 
( 1 ) 清浄 衣服 か ら の 分離 可能な 粒子の 捕 集 位置 は， 図 1 の 6 か 所と する。 



2) 供 試用 清浄 衣服の それぞれの 捕 集 位置に おいて， 測定 用 薄膜 フィ ルタを 装着した フィ ルタ ホール ダの 外側 （図 2 
参照） を， 供 試用 清浄 衣服の 外側に 付ける。 



図 1 粒子の 捕 集 位置 
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図 2 フィルタ ホール ダ 




(3) 吸引 空気 量 は， それぞれの 粒子の 捕 集 位置に おいて， 毎分 14X10- 3 m- 3 の 流速で， 1 分 間 吸引した 空気 量と す 
る。 

備考 フィルタ ホール ダと 真空 源との 間に 流量計 を 用いる 場合 は， a 度 及び 圧力の 補正 を 行って， 標準 a 度 及 
び 標準 圧力に お け る 実際の 流量 を 決定し なけ れば ならない。 

この場合， 標準 温度 は 2<TC， 標準圧カは101.325 1^^{1気圧}とする。 
5.3.4 測定 用 薄膜 フィルタの 保管 清浄 衣服から はく 離した 粒子 及び 繊維 を 捕 集した 測定 用 薄膜 フィルタ は， ピン セ 
ッ ト を 用いて フィ ルタ ホール ダ から 外し， 清浄な ス ライ ドガ ラスに 挾んで おく か， 又は ぺト リ 皿に 入れて 顕微鏡 標本 
とする。 

5.3.5 測定 測定 は， 次のと おり 行う。 

(1) 粒子 及び 繊維 状 粒子 を 捕 集した 測定 用 薄膜 フィ ルタ （以下， 試料と いう。） を 顕微鏡の ステージ 上に 置く。 この 
際， 試料の 格子の 線 を 可動 ステージの 座標軸に 一致させる。 試料が ペトリ皿に 保管して ある 場合 は， 必要に 応 
じふた を 取って 測定す る。 

(2) 低 倍率で 試料 上 を 走査し， 粒子が 一様に 分散して いる こと を 確かめる。 

(3) 顕微鏡の 倍率 は， 粒径 5 jam 以上 50 未満の 粒子に 対して は 100 倍， 粒径 50 以上の 粒子 及び 繊維に 対して は 
50 倍と する。 

(4) 粒径 区分 は， 5 Htm 以上 50 未満の 粒子， 50 以上の 粒子 及び 長さ 力 订00 以上の 繊維 状 粒子と する。 

(5) 顕微鏡の ステージ を 移動 させながら 通過す る 粒子 を 接 眼 レンズ ミ クロ メータの 目盛で 測定す る。 粒子の 最大 径 
の 方向が 目盛に 対して 傾斜して いる 場合に は， 最大 径を 推測す る。 この 際， 椟眼 レンズ ミ クロ メータ を 回転し 
て 測定す る 必要 はない。 

(6) 対象と している 粒径 区分の 粒子 数 力、 有効ろ 過 面積 内に 1 〜500 個 あると 推定され る 場合に は， 有効ろ 過 面積 全 
体に ついて 計数す る。 

(7) 対象と している 粒径 区分の 粒子 数 力、 有効ろ 過 面積 内に 500〜1000 個 あると 推定され る 場合に は， 任意に 選んだ 
20 個の 格子 （図 3 参照） について 計数す る 。 
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図 3 計数 方法 

^ ^ 重復 して 数える 




(8) 対象と している 粒径 区分の 粒子 数 力、 有効ろ 過 面積 内に 1000〜5 000 個 あると 推定され る 場合に は， 任意に 選ん 
だ 10 個 の 格子に ついて 計数す る 。 

(9) 対象と している 粒径 区分の 粒子 数 力、 有効ろ 過 面積 内に 5 000 個 を 超える と 推定され る 場合に は， 任意に 選んだ 
10 個の 格子 内の 一定 面積 内 （図 4 参照） について 粒径 区分 別に 計数す る。 この場合， 格子 内の 一定 面積と して は， 
次の （ a ) 又は （ b ) のい ずれ か を 用い， 存在す る 平均 粒子 数が 約 50 個 になる よ う に 面積 を 決める。 

(a) 縦が 接 眼 レンズ ミ クロ メータの 全 目盛で， . 横が 格子の 全幅で ある 面お。 

(b) 縦が 接 眼 レンズ ミ クロ メータの 一部で， 横が 格子の 全幅で ある 面積。 

図 4 格子 内 一定 面積の とり 方 



3. /mm 




(10) 粒子が 格子の 上部と 左側の 境界線に かかって いると き は， これらの 粒子 は 計数し， 格子が 下部と 右側の 境界線 

にか かってい ると き は， これらの 粒子 は 計数し ない。 
5.3.6 捕 集 位置に おける 見掛けの 全 粒子 数 及び 分離 可能な 粒子 数 一つの 捕 集 位置に おける 見掛けの 全 粒子 数 及び 
清浄 衣服の 単位 面積から 分離 可能な 粒子 数の 求め 方 は， 次に よる。 

(1) 5.3.5 の （7)， （8) 及び （9) の 場合の 見掛けの 全 粒子 数 は， 次の 式に よって 求める。 

おき， 

ここに， P t ： 対象と する 粒径 区分の 見掛けの 全 粒子 数 (個/ 960 mm 2 ) 
A ： 有効ろ 過 面積 （960 mm 2 ) 
F n ： 選ばれた 格子 数 (格子） 

F a ： 格子面 積 又は 格子 内の 選ばれた 一定 面積 (mm 2 / 格子） 

N t ： ^個の 格子 内の 選ばれた 一定 面積で 測定した 粒子 数の 合計 (個） 

(2) 衣服の 指定され た 6 か 所のう ち， ある 捕 集 位置/における 粒子 数お (個/ m 2 ) は， 次の 式に よって 求める。 

ど 二 ^ X106 
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ここに， ： 捕 集 位置 における 対象と する 粒径 区分の 分離 可能な 粒子 数 (個/ m 2 ) 
P t ： 対象と する 粒径 区分の 粒子の 見掛けの 全 粒子 数 (個/ 960 mm 2 ) 
P b ： バック グラウン ド 中の 見掛けの 全 粒子 数 (個） 
5.3.7 清浄 衣服の 清浄 度 清浄 衣服の 清浄 度 は， 図 1 の 6 捕 集 位置に おける 尸, の 平均値に よって 表す。 
5.4 測定 結果の 表示 測定 結果の 表示 は， 粒径 区分 別に 表 1 の最右 欄のと おりと する。 



フ 
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表 1 顕微鏡 法に よ る 測定 結果の 記録 用紙 (一例） 



No. 


測 定 


測定 場所 


温度 


湿度 


気圧 


使用した 薄膜 フィ 


測定 者 氏名 


年月 日 


(。C) 


(%) 


(kPa) 


ルタの 呼び 孔径 



















粒径 
区分 


捕 集 
位置 


全面 積， 格子 内 又は 
一定 面積 内の 粒子 数 

(個） 


測定した 
格子 数 

(個） 


測定した 
合計 格子 数 
(個） 


有効ろ 過 
面積 内の 
全 粒子 数 


バッ ク 
グラウン ド 
(個） 


真の 
粒子 数 

. (個） 


衣服 1 着 1 m 2 
当たりの 
粒子 数 (個） 


5 以-ヒ 
50 ，未満 
の 粒子 


1 


























































2 


























































3 


























































A 


























































5 


























































6 


























































50 は m 以上 

の 粒子 


1 
















2 
















3 
















4 
















5 
















6 
















繊維 状 粒子 


1 
















2 
















3 
















4 
















5 
















6 
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6. 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器 法 

6.1 測定装置 測定装置 は， 図 5 に 示す ように， 装置の 一方から 一定の 清浄な 空気 を 供給し， 他方から 排出す る 空気 
漏れの ない 環境 内に おいて， 清浄 衣服の 一部 又は 全部 を 一定 条件で 一定 時間 運動 させ， 清浄 衣服から はく 離させた 分 
離 可能な 粒子に よって， その 環境 を 汚染 させて いる 間に， 供給 空気と 排出 空気の 粒子 濃度 及び 空気 量 を 測定し， 清浄 
衣服 の 相対的 清浄 度 を 求め る 装置で ある。 

図 5 測定装置の 原理 



清浄な 
供給 空気- 



o 



® 



o 



6.2 測定に 用いる 機器 測定に 用いる 機器 は， 次に よる。 

(1) 発 じん 装置 発 じん 装置 は， 清浄 衣服の 一部 又は 全部 を 一定 条件で 運動 させて， 清浄 衣服の 表面 及び 内部から 
分離 可能な 粒子 を， 再現 性が ある 方法で， はく 離させる ことができる ような もので なければ ならない。 発 じん 
装置に は， 次に 示す シ エー キン グ法 及び タ ン ブ リ ン グ 法が あ る 。 

シェ一 キング 法 シ エー キング 法に よる 発 じん 装置 は， 図 6 に 示す よ う に 上下 ホール ダ 間に 供 試 清浄 衣服の 一 
部 を 取り付けて， ホール ダを 上下 及び 回転 させて 発 じんさせる 装置で あり， 次の （a) 〜（e) の 条件 を 満たす も 
のとす る。 

上下 ホール ダは図 7 とし， JIS P 0138 の A 4 大 及び A 3 大の供 試 生地が 装着 可能で ある ものと する。 

連続して ホール ダの 上下動 作 及び 回転 動作 を 各々 独立に 又は 同時に 行う ことができ る ものと する。 
上下動 作 は 10 cm 以上， 回転 動作 は ±270 ° 以上で， 1 往復の 動作が 3 秒 以内と する。 
ホール ダ 部分 を 覆う 箱 （縦 555 mm， 横555 111111， 高さ 520mm) は， 带電 防止 処理が された ものと する。 
( e ) 駆動 部分 か らの発 じん が 防止 された ものと する。 



(1.1) 



(a) 
(b) 
(c) 
(d) 



流量 測定 位置 

粒子 濃度の 測定 位置 

を I 定 条件で 運動させる 

ュ仴 浄衣 服の 一 部 又は 全部 

粒子 濃芰の 測定 位置 
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回転 ±27り° 
I 上下動 706? 




■ 
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(1.2) タン プリ ング法 タン プリ ング 法に よる 発 じん 装置 は， 図 8 に 示す よう に ドラム 内に 供 試 清浄 衣服 又は 生地 
(衣服 素材） を 投入し， ドラム を 回転 させて 発 じんさせる 装置で あり， 次の （a) 及び （b) の 条件 を 満足す る もの 
とする。 

(a) 回転す る ドラム 内に， 清浄 空気 を 供給す る ことができ， 排気の ための 開口部 を もつ ものと する。 

(b) ドラム は 図 9 の 断面 を もち， 回転 速度 は， 毎分 30〜50 回転と する。 



図 8 発 じん 装置 （タン ブリ ング 法） 

ドラム 

/ エア フィルタ 




(2) 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器 は， JIS B 9921 に 規定す る 計数 器で， 粒径 0.5pm 以上， 1 

nm 以上 及び 5 以上の 粒子 数 を 計数で き る ものと する。 
6.3 試薬 試薬 は， 5.2 に 規定す る ものと 同等 以上の 品質の ものと する。 
6.4 測定の 手順 

6.4.1 予備 作業 予備 作業 は， 5.3.2(1) 及び （2) に準じて 行う。 

6.4.2 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器の 調整 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器の 調整 は， 次の 順序に 従って 行う。 
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(1) 予熱 計数 器 を 使用す る 前に， 電源 スィッチ を "点" 又は "待機" の 位置に 置き， 20〜60 分 間 放置して 装置 を 
安定させる。 

(2) 内部 基準 光に よる 調整 粒径 区分 選別 スィッチ 又は 校正 スィッチ その他 を 規定の 位置に 置き， 内部 基準 光 発生 
部 を 作動 させた 状態で， 装置 を 調整す る。 

(3) 空気の 吸引 図 5 に 示した 粒子 濃度の 測定 位置に， 空気の 吸引 口 又は これに 接続した 長さ を できるだけ 短く し 
た 吸 弓 I 管の 開口部 を 置き， 光 散乱 式 自 動 粒子 計数 器の 吸 弓 I 流量 を 調整す る 。 

6.4.3 バックグラウンド ノ ぐンク グラウンド は， 図 5 に 示す 測定装置に， 清浄な 空気 を 供給しながら 発 じん 装置に 清 
浄衣 服 を 装着し ない 状態で， 6.4.4 の 手順に 準じ， 供給 空気 及び 排出 空気の 粒子 濃度 を 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器で 測定 
する。 

流量 は， JIS B 8330 に 従い 測定す る。 

ノ ぐンク グラウンドの 見掛けの 粒子 数 は， 次の 式に よって 求める。 

i Bt~ ^ 、し m ― C-Bl) 
ここに， P Bt ： ノ くック グラウン ドの全 粒子 数 (個/ S) 

Qb ： 排出 空気の 流量 (m 3 /s) 
Cm ： 排出 空気の 粒子 濃度 (個/ m 3 ) 
C B2 ： 供給 空気の 粒子 濃度 (個/ m 3 ) 
6.4.4 測定 清浄 衣服に 付着して いる 分離 可能な 粒子の 測定 は， 次のと おり 行う。 

( 1 ) 清浄 衣服 又は 生地 (衣服 素材） に 付着 し て いる 分離 可能な 粒子 を は く 離す る ための一 定 条件の 運動 方式 は， シ ェ 
一 キング 法に ついては 上下動 作， 回転 動作 及び 上下と 回転 動作 を 組み合わせた 動作の 3 種類の 動作 を， また， 
タンブリン グ 法に ついては 回転 動作 後と し， 装置の 形式， 使用 及び 測定 時間に ついて 明記す る。 

備考 シヱ一 キング 法に ついては， 3 種類の 動作に 関して 測定す る こと カズ 望ましい が， 1 種類の 動作で 代表 さ 
せても よい。 動作 時間 は 60 分 間と する。 

(2) 測定装置に 清浄な 空気 を 供給し， 流量 を JIS B 8330 に 従って 測定す る。 

( 3 ) 供給 空気の 粒子 濃度 を 光 散乱 式 き 動 粒子 計数 器 を 用いて 測定し， 記録す る 。 

( 4 ) 供 試 清浄 衣服 又は 生地 (衣服 素材） を 発 じ ん 装置に 取り付ける。 タン ブ リ ン グ 法で 生地 (衣服 素材） を 測定す る と 
きの 試料の 大きさ は lm 2 を 2 枚と する。 

(a) 装置 は 清浄な 環境に 設置す る。 

(b) 装置 を 稼働し， 装置 内の 粒子 濃度が 十分に 低い レベル， すなわち， 0.5 以上の 粒子が 又は 10 個/ m 3 のレ 
ベルに 達した ときの 粒子 濃度 を バック グラウン ド 濃度と する。 

(c) 装置の バック グラウン ド 濃度が 得られた 時点で 測定 者 は 清浄な 手袋 を 両手に 装着し， 清浄な 環境 内で 5.3.2 
( 6 ) の 手法で 敏速に 供 試用 清净 衣服 を 取り 出し， 回転して いる タン プリ ン グ 室に 投入 装着す る。 

(d) 供 試用 清浄 衣服 を 装置に 投入， 装着 後， 30 秒 ft 過した 後に 測定 を 開始す る。 

(5) 供 試 衣服の 全部 又は 生地 (衣服 素材） を， 一定 条件で 運動 させ， そのと きの 排出 空気の 粒子 濃度 を， （3) で 使用 
し た 同一の 光 散乱 式 自 動 粒子 計数 器 を 用いて 測定し， 記録す る 。 

(6) 計測 試料 数 は タンブリン グ 法の 場合 は， 1 着 分 (生地 lm 2 を 2 枚） 又は 1 着， シヱー キング 法の 場合 は 生地 1 枚 
( lm 2 ) と し， 測定 は 5 回 以上 及び 5 分 以上で， 動作 中の 計測 粒子 濃度 は， 最大値 及び 最小値 を 除く 測定値の 平 
均に よ る。 

6.4.5 見掛けの 粒子 数 及び 分離 可能な 粒子 数の 求め 方 見掛けの 粒子 数 及び 分離 可能な 粒子 数の 求め 方 は， 次に よ 

る。 

(1) 見掛けの 粒子 数 は， 次の 式に よって 求める。 
, P t =Qx(Q-C 2 ) 
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ここに， P t ： 対象と する 粒径の 見掛けの 全 粒子 数 (個ん） 
： 排出 空気の 流量 (m 3 ん） 
Q ： 排出 空気の 粒子 濃度 (個/ m 3 ) 
Q ： 供給 空気の 粒子 濃度 (個/ m 3 ) 
備考 G は 測定 前後の 平均 濃度と しても よい。 
(2) 分離 可能な 粒子 数 は， 次の 式に よって 求める。 

ここに， Pi ： 清浄 衣服 か ら の 分離 可能な 粒子 数 (個ん） 

P t ： 対象 とする 粒径の 見掛け の 全 粒子 数 (個/ S) 
P B t ： バック ダラ ゥ ン ド 中の 見掛けの 全 粒子 数 (個/ S) 

6.5 結果の 表示 清浄 衣服からの 分離 可能な 粒子 数 は， 表 2 に 示す 様式に 記載す る カズ， 表 3 に 示す 様式に 従って 発 じ 

ん 方式の 概要 を 示さなければ な ら ない。 



表 2 光 散乱 式 自動 粒子 計数 器に よる 測定 結果 記録 用紙 (一例) 



番 号 


衣 服 名 称 


測 定 部 位 


測 定 場 所 


温度 (て） 


湿度 (％) 


気圧 （kPa) 


測定 年月 曰 


測 定 者 






全部 

一部 （ ） 















種 類 


バ ック グラウン ド 測 定 時 


発 じん 試 験 時 


分離 可能な 
3&i ナ' 数 
個 八 S 


流 量 
m 3 /s 


供給 空気の 
粒 子 濃 度 
個/ m 3 


排出 空気の 
粒子 濃度 
個/ m 3 


見掛けの 粒子 数 
個ん 


流 量 
m 3 /s 


供給 空気の 粒子 濃度 
個/ m 3 


排出 空気の 

^ -2： m 

個/ m 3 


見掛けの 粒子 数 
個ん 


0.5 yim 

以上 


1 回目 








平均値 


1 fTTl 曰 
丄 L0J 曰 


実験 前 


平均値 






平均値 




平均値 


O rFT R 








2 回目 








夹 賊 俊 


3 回目 








1.0 jxm 

以上 


1 回目 








平均値 


1 回目 


実験 前 


平均値 






平均値 




平均値 


2 InJ B 








2 回目 








実験 後 


3 回目 








5.0 ^JLITI 

以上 


1 回目 








平均値 


1 回目 


実験 前 


平均値 






平均値 




平均値 


2 回目 








2 回目 








実験 後 


3 回目 









1 3 
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表 3 発 じ ん 試験 装置 及び 方法の 概要 （一例） 



測定 系統の 概略 



測定器の 名称 * 仕様の 概要 



系 統 図 



発 じん 方法の 概要 



発 じん 方法の 概要 説明 



説明 図 



測定の 手順 解説 



手 順 の 説 明 



15 



JIS B 9923-199? 



ク リーン ルーム 用 衣服の 

汚染 粒子 測定 方法 



解 説 



この 解説 は， 本体に 規定した 事柄， 参考に 記載した 事柄， 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部 



1. 規格 制定の 経緯 クリーンルーム は， 半導体 工業， 電子 工業， 精密機械工業 や， 医薬品 製造業， 病院の バイオ 口 
ジ カル クリ一 ン ルームな ど， 現在の 先端技術 産業の 分野で はもち ろん， 最近で は， 食品工業， 農業な どの 分野の ほか， 

周辺 産業にまで 拡大して いる。 特に， 半導体： L 業で は， トランジスタ， IC， LSI, 超 LSI と 技術革新が 進んで おり， こ 
れに 果たす クリーンルームの 役割 は 大きい。 現在， 制御すべき 粒子の 最小 粒径 は， 16 kbit DRAM の 製造で， 既に 0.1 
iim 程度の 粒子の 制御が 問題 となって いる。 

クリーンルーム 内の 汚染源と して は， 人体 や 機器からの 発 じんが 考えられ， 特に 人体からの 発 じん は， クリーン ル 
ームの 清浄 度に 大きな 影響 を もたらす。 そこで ク リーン ルーム 用 衣服 は， 人体 を 媒体と した ク リーン ルーム 外部から 
の 汚染 物の 持込み や， 人体からの 汚染 物の 発生 を 極力 抑える ものと して 大きな 役割 を 果たす。 した 力 ぐって， 作業 者が 
着用す る クリーンルーム 用 衣服の 発 じん 性 を 試験し， 評価す る こと は， コンタ ミネ一 シ ヨン コント ロールの 上で 重要 
である。 ここで クリーンルーム 用 衣服 は， 作業衣， フード， マスク， オーバー シューズ， 手袋 を 指す。 

社団法人 日本 空気 清浄 協会 は， 衣服の 発 じん 性 を 評価す るた めに， ク リーン ルーム 用 衣服 汚染 粒子 測定 方法 研究 委 
員 会 を 設置し， 昭和 58 年度から 昭和 59 年度まで 衣服の 発 じん 性 評価 方法 を 検討した 結果に 基づいて， この 規格原案 を 
作成した。 

2. 今回 改正の 経緯 今回の 改正に 当たって は， モントリオール 議定書の 発効に 係る 特定 物質の 規制 等に よる オゾン 
層の 保護に 関する 法律の 施行に 基づいて 同 法 別表に 規定す る 物質 を， この JIS から 削除す る こと を 目的と して 作業 を 
すすめた。 

これに 併せて 関連 JIS の 現状 並びに 規制 や 技術の 現状に 沿って 最小限の 改正 も 同時に 行った。 

社団法人 日本 空気 清浄 協会 は， 平成 6 年に JIS 改正 原案 作成 委員会 を 設置し， 以上の 内容に 沿って 原案 を まとめた。 

この 原案 は， 1997 年 3 月 25 日 開催の 日本 工業 標準 調査 会 一般 機械 部会の 審議 を 経て， 平成 9 年 9 月 20 付けで 通商産業 

大臣に よって 改正され た。 

3. 関連 規格に ついて ク リーン ルーム 用 衣服の 基準と して は， 現在， 米国の IES (Institute of Environmental Sci- 
ence) で 検討され ている Recommended Practice HP- 3- ト 1983 が 世界的に 注目され ている。 また， ク リーン ルーム 用 
衣服の 汚染 粒子 測定法と して は， ァメ リ 力 合衆国で ASTM F- 51 法 (顕微鏡 法)， ホール ダ 法の ほかに 三つの 試験法が 
提案され ており， F-51 法との 相関が 検討され ている。 離脱 可能な 表面 粒子の 試験 （表面 檫過 法）， Helmke ドラム （タン 
ブラー 法， ASTM Tentative Method に 相当）， シェ一 ク テスト （シェーク 法） などの 試験法が 提案され ている。 また， 
人体からの 発 じん • 粒子 透過性 • 等価 孔径 • 带電 性な どの 測定法 も 提案され ている。 



(1) ASTM F- 51 法 (顕微鏡 法) 試料に 空気 を 通過 させ， 発 じん 粒子 を 0.45 |im のメン ブラン フィルタ 上に 捕 集し， 
0.5 |im〜 5 |im 以上の 個数 を 顕微鏡 (倍率 400 倍） で 読み取る 方法。 

(2) ホール ダ法 試料に 空気 を 通過 させ， 発 じん 粒子の 大きさと 個数 を， 光 散乱 式 粒子 計数 器で 測定す る 方法。 試 



ではない。 
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料 を 金網 付きの 架台 （解説 図 1) の 上に おき， プローブ を あてて 吸引す る。 
なお， 吸引 流量 は 1.0ft 3 /min とする。 
( 3 ) 表面 擦 過 法 （Releasable Surface Particulate Test) ク ラス 100 の ク リ 一ン ベンチ 内で 試料 を ホー- ルダに 挟み， 

表面 をよ く 磨いた ステンレスの ブロックで 擦 過し （解説 図 2)， 清浄 空気 を テス ト チャンバ 内に 送り込み， 0.5 
jim 以上の 発 じ ん 粒子 を 光 散乱 式 粒子 計数 器で 読み取る 。 

(4) タンブラ 一法 （Helmke Drum Test) 試料 を 一定の 開 口 部 を もつ 回転 ドラム （解説 図 3 ) に 入れて 回転す る。 発 
じん 粒子 を ドラム 中から サンプリングし， 光 散乱 式 粒子 計数 器で 読み取る。 

(5) シェーク 法 (Shake Test) 試料 を チャンバの 中に つるし， 振動 によって 発生し た 粒子 数 を 光 散乱 式 粒子 計数 器 
で 計数す る。 吸引 圧 lcmH 2 で 測定し， 試料 前後の 粒子 数から 捕 集 効率 を 計算す る （解説 図 4)。 

(6) 人体 発 じんの 測定法 チャンバ （dispersal chamber ： 室の 大きさ は， 64X52X 191 cm で， 10 〜： 100 が/min の 清 
浄 空気 を 供給で きる ファンと HEPA フィ ルタを 備えて おり， 風 量 は 25ft 3 /min ある もの， 解説 図 5 参照） 内に， 
クリーンルーム 用 衣服 を 着用した 被験者が 入り， 一定の 運動 をし， そのと きの 発 じん 量 を 光 散乱 式 粒子 計数 器 
で 計数す る。 

(7) 等価 孔径の 測定 方法 試料 を ホール ダに 挟み， 表面張力が 既知の 液体で ぬらし 圧力 を かける。 液体の 表面張力 
に 打 ち 勝って 泡が 出る まで 圧力 を 上昇 させ， そのと きの 圧力から 等価 孔径 を 計算す る 。 

( 8 ) 帯電 性の 測定法 帯電 性 は， 表面 抵抗 (AATCC Test Method 76) 又は 減衰 (Federal Test Method 101， MIL - 
STD-81705 B) のい ずれ かによ つて 評価す る。 

解説 図 1 粒子 解析の ための 型 板 解説 図 2 擦 過 法の 試験 装置 




ダ © 空気 弁 ⑦ 固定 用 プレート ⑧ C 型 クラン 
プ ® プーリ アーム © 上部 プーリ ® モノ フィ 
ラメ ント @ 下部 プ一 リ @ 支柱 @PVC 製 基 

板 © エア バルブ 



解 1 



1 7 

B 9923-1997 解説 



解説 図 3 タンブラ 一法の 試験 装置 

クラス 100 HLF フード 



解説 図 4 シ ヱ一 ク 法に 用いる 装置 




解説 図 5 人体 発 じん 測定の ための 
チャンバ 

⑥④ 





ミ @r 



®HEPA フィ ルタ 

® サンプリング 場所 
© 粘着 マ I I 
@ ファン 
© 排気口 




①ブ ロワ （ダン パ 付き） ② HEPA フィルタ ③ 
シェーク 棒 （テス ト チャンバ 内に 伸びる） © テス 
ト チャンバ ©シ ヱーク 棒の モータ © ドア ⑦ 
パ--ティ クル カウン 夕への サン プリ ン グ チューブ 
コネクタ ⑧ 真空 ライン 用 チューブと 下部 で辘合 
した 磁気 フィルタ ホ一 ルダ @バ 一ティ クル カウ 
ンタの サンプリング 用 チューブ © 真空 ラインへ 
の チューブ 



4. 顕微鏡 法 

4.1 清浄 衣服からの 粒子 捕 集 位置 ASTM F- 51 法で は， ③の 腕の 位置がない が， 本 委員会で 討議した 結果， 動きの 
激しい 腕の 位置に ついても 加え， 捕 集 位置 を 6 か 所と した。 

4.2 フィルタ ホール ダ フィルタ ホール ダ について は， ASTM F- 51 法で は， アダプタ 付き フィルタ ホール ダを 用い 
ている 力、 アダプタの 効果が なく， 現在 市販され ていない ため， 開放 型の ホール ダ (本体 図 2) を 採用した。 このため， 
本体 5.1(2) の フィルタの 有効ろ 過 面積 は， 960 mm 2 とした。 

なお， フィ ルタホ 一ルダ は 使用に 先立ち 清浄に しなければ ならない。 

5. 光 散乱 式 粒子 計数 法 

(1) 測定に 用いる 発 じん 装置 は， シヱー キング 法と タンブリン グ 法の 2 法と した 力、 用途に 適した 方法 を 選択す る 
ものと した。 

(2) 発 じん 装置が 設置され る 環境 は， 衣服の 発 じん 量の 測定値に 影 * を 与える。 したがって 発 じん 装置 は， ク リー 
ン ブースな どの 中に 設置し， 測定 環境 を 清浄に 保つ こ とが 望ま しい。 測定値に 10% 以上の 誤差 を 与える 場合 
は， 清浄 環境の 導入が 必要と なる。 

(3) タンブリン グ 法で 生地 （衣服 素材） を 測定す る 材料の 大きさ は， lm 2 の もの を 2 枚と した。 これ は， 標準 的な 大 
きさの カバ一 オール 1 着の 生地 面積に 相当す る ものである。 また， 試料の 生地 裁断 面 は 切り 口が でない よ う に 
縫い 処理 をす る。 ' 

解 3 
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★ 内容に ついての お 問合せ は, 規格 開発部 棵準 調査 課 [FAX(03)3405-554I TEM03)5770-1 573] へ ご 
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なお， 当 協会の jis 予約者の 方に は， 予約され ていろ 部門で 正: が 発行され た 場合， 自動 
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又は 下記の 当 協会 各 支部に おき ま しても ご注文 を 承って お ります ので， お 申込み く ださい。 
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